














































 研究課題 1-1 では，エリート男子バレーボール選手 168 名を対象に，身体的特徴と各種
跳躍能力の関係，さらにポジションと各種測定項目との関係について検討した． 






















 研究課題 1-2 では，エリート男子バレーボール選手 202 名を対象に，各種跳躍能力とバ










期待度に対して CMJ 型に属する選手が有意に少なく，RJ 型に属する選手が有意に多い傾
向が認められた．また，SPJ と各種跳躍能力の関係について，SPJ1 と SPJ3 のいずれも
RJ-index および CMJの間に有意な正の相関関係が認められた．一方，SPJ1および SPJ3
における各跳躍タイプに属する選手の跳躍高を比較すると，助走の歩数に関わらず，RJ型
が CMJ 型と比べ有意に高い跳躍高を示すことが認められた．先行研究において SPJ の跳
躍高を高めるためには，CMJ，RJそれぞれの能力を高める必要があることが報告されてい
るが，より高いレベルにあるバレーボール選手においては，RJの要素がより重要である可
能性が示唆された．また，SPJ1 と CMJ の関係において比較的高い相関係数であったこと
から， SPJ1 は SPJ3 と比べ CMJ のような比較的長時間の SSC 運動の遂行能力が必要な
ことが示された． 
 研究課題 2 では，バレーボール選手に要求される SPJ の跳躍能力向上を目的としたトレ
ーニングについて，より大きな力積を獲得する能力とバリスティックな運動を遂行する能
力の優劣から，選手個々の跳躍タイプに応じたトレーニング方法について検討した．研究






 最大筋力向上を目的とした 8 週間のウエイトトレーニングの研究においては，スクワッ
ト最大挙上重量体重比はトレーニング前後において，RJ 型，CMJ 型ともに有意な記録の
向上が認められ，それに伴って CMJも，トレーニング前後で RJ型，CMJ型ともに有意な







プも SQ1RM/BW に有意な変化は認められず，CMJ も経時的変化が認められなかった． 
RJ-indexにおけるトレーニング前後の変化をみると，RJ型は有意な記録の低下が認められ，
CMJ型は有意な記録の向上が認められた．それに伴い，SPJにおけるトレーニング前後の
変化は，RJ型に有意な記録の低下が認められ，CMJ型は有意な記録の向上が認められた．  
 これら研究課題 2の結果から，CMJ型の選手は最大筋力および最大パワー向上を目的と
したウエイトトレーニングによって，SPJ 跳躍高には有意な変化は認められなかったが，
プライオメトリクスによって，有意な向上が認められた．一方，RJ型の選手は，最大筋力
および最大パワー向上を目的としたウエイトトレーニングによって，SPJ の跳躍高は有意
な向上が認められたが，プライオメトリクスによって，有意な低下が認められた． 
 以上の結果から，バレーボール競技において，身体的特徴やポジションによって，選手
ごとに跳躍能力が異なること，さらに同一のトレーニングを実施した際において，跳躍能
力（タイプ）に応じてトレーニング効果が異なることが明らかになり，バレーボール選手
に対して跳躍パフォーマンス向上を目的としたトレーニングを処方する際には，選手個々
の跳躍タイプを考慮してトレーニング種目を選択する必要があることが示唆された．本研
究から得られた結果は，バレーボール競技におけるポジション特性を考慮した体力トレー
ニング処方・パフォーマンス分析等に関する基礎的資料，優れたスポーツタレントの発掘
を行う際の判断材料に活用できるものと考えられる． 
